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＼令和７年度、スタート！／ 
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ふるさと老 上 のこころ 

自主（進取の心）協同（連帯性） 
敬愛（人権尊重） 

老上学区 

まちづくり協議会 

 

老上まちづくり 

センターHP 

 

老上学区 ２０25．4．30現在（対３月比）  人口 12,964人（＋38）  世帯数 5,823世帯（+15） 

 

） 

令和７年度の評議員会も終わり、新年度事業がスタートし

ました。本年は４４年ぶりの湖国開催となる「わたＳＨＩＧＡ輝く

国スポ・障スポ」の開催年であり、昨年度から地域の子ども達

が応援メッセージを発信し、地域の誰もが主役として、明日へ

の活力、未来への希望と夢を持って大会の成功を応援してま

いります。まちづくり協議会事業でも、この春ＨＰのデザインを

一新。公式ＬＩＮＥと連携し、様々な情報を発信しながら活力あ

る活動へと繋げてまいります。 

老上学区まちづくり協議会 会長  山本 清治 

国スポ・障スポ、いよいよ９月開幕‼ 

▲わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ広報誌 

「シャイン！！」ＮＯ．８ 掲載 

取材やのぼり旗の制作等、滅多にない機会をあり

がとうございました。出場される選手の皆さんがキラ

キラと輝く姿を楽しみにしています！      （きょうま） 

取材をしたことで、より国スポ・障スポのことを知るこ

とが出来ました。ぜひ、みなさんに行ってほしいです。 

          （はると） 

取材やのぼり旗の制作に関わらせてもらい、国スポ

障スポがますます楽しみになりました。熱い闘いを早く

見に行きたいです。                      （りほ） 

４４年ぶりに滋賀県で開催される大会に、こういっ

た形で参加することができ、とても嬉しく、開催日が待

ち遠しいです。                        （えみり） 

山本会長と、国スポ・障スポ手づくり応援

のぼり旗を製作した老上子ども記者クラブ 
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【会長直属事業】 

・情報発信/LINE  

・地区防災 

・おいかめちゃん啓発・活動管理 

・みなくさまつりへの参加 

・地域協働合校に関する事業 

・その他まちづくりに関する事業 

令和７年度 老上学区まちづくり協議会体制図／事業計画・予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老上学区まちづくり協議会評議員選出団体 

 

 

 

  

評議員会

福 祉 人 権 安全安心 子ども青少年 健康づくり ふれあい

理事会

三役会

会長：事務局

部 会

【三役会】 
・理事会に付議する事項検討 

・まちセンの運営等に関する事 

・各種団体との協議・調整 

・まち協事業推進に関する事 

・事務局への指導・助言 

【町内会・自治会】  
野路川ノ下町内会／野路下北池

町内会／南笠町町内会／湖州平

自治会／南草津団地自治会／ 

大町町内会／アメニティ南草津Ⅱ

町内会／プリムタウン第１町内会／

シャリエパークナード南草津 

【学区内の団体】 
社会福祉協議会／教育振興会／青少年育成区民会議／体育振興会／老上同
和教育推進協議会／民生委員児童委員協議会／老上更生保護女性会／健康
推進員連絡協議会／ボランティア連絡協議会／赤十字奉仕団老上分団／少年
補導委員会／草津栗東交通安全協会老上支部／老上っ子を守る会／老上ふれ
あい農業合校／自主防災防犯研究会／老上こども園ＰＴＡ／老上小学校ＰＴＡ／ 
老上中学校ＰＴＡ／のびっ子老上／老上こども園／老上小学校／老上中学校／ 
学校法人聖パウロ学園光泉カトリック中学･高等学校 

、社会保険料 
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※※※令和７年度老上学区まちづくり協議会役員※※※ 
 

 

  

会長  

山本 清治 

（南笠町町内会） 

副会長  

後藤 博明 

（野路下北池町内会) 

） 

 

副会長 

田村 孝博 

(南笠町町内会) 

 副会長  

熊川 勉 

(青少年育成区民会議） 

会計  

杉江 健 

（野路川ノ下町内会） 

            理事 

古市 猛 

（体育振興会） 

理事  

田村 強 

（ 社会福祉協議会） 

理事  

荒木 博子 

（大町町内会） 

理事  

武内 昭遵 

（湖州平自治会 ） 

理事  

村上 和夫 

（南草津団地自治会） 

理事 

小澤 裕子 

(アメニティ南草津Ⅱ 

町内会) 

 

理事 

久米田 豊子 

(老上同和教育 

推進協議会) 

 

理事 

阿万 剛史 

(シャリエパークナード

南草津) 

 

理事 

奥長 敏夫 

(民生委員児童委員 

協議会) 

 理事 

杉江 由美 

(健康推進員 

連絡協議会) 

 理事 

上野 正則 

(ボランティア 

連絡協議会) 

 

理事  

佐藤  直鷹       

（のびっ子老上 ） 

理事  

杉江 英也 

（少年補導委員会 ） 

「 お出かけします♪」 

老上まちづくり協議会のキャラクター、 をご存知ですか？

2017 年に誕生してから、ふれあい老上まつりをはじめ、こども園や町内会

のイベントにも、ご依頼をいただいてお出かけしています。 

昨年度も、子どもが集まる町内イベントや、みなくさまつりにも駆けつけ

て、写真撮影やクイズ、じゃんけん等で、地域の皆さんの楽しい交流のお手

伝いをしてきました。今年度もぜひ、 を呼んでくださいね！ 

                                                                                
おいかめちゃん委員会  石濱 すずな 

理事 

野口 進 

(プリムタウン第 1 

町内会) 

 

評議会によって承認された役員の皆さんです。 

まちづくり協議会の事業を推進するにあたり、地域のみなさんの

ご協力をよろしくお願いします。 

(3) 



第 49号 わがまち老上だより 2025年(令和 7年) 6月 1日 

(2) 

 

 

 

 

 

  老上学区の中央部を新旧の水路に分かれ流れる 

十禅寺川を美しくしようと活動する、二つの団体を取 

材しました。 

 （２団体への問合は老上まちづくりセンター ０７７-５６４-1430へ） 

 

生き物大好き、十禅寺川いきもの調査隊の活動に参加してきました。今回は、蛍のおっちゃんこと鈴木さ

んに蛍についての話をききました。卵から成虫になるまでの話や、草津でもまだ蛍が見ることができるなど

興味深い話でした。その後は旧十禅寺川での生き物調査です。胴付き長靴に着替え、慣れた手つきで川の淵

を網と足でガサゴソ探ると、「ドジョウいたよ！」とすぐに見つける子どもたちでした。他にもザリガニやエ

ビ、メダカ、カワニナ、コイなど見つけることができました。しかしゴミも沢山落ちているのが現状で、毎

回ゴミ拾いも欠かせないそうです。そして最後は、捕まえた生き物の観察会。並べて違いを見つけたり、初

めて出会う生き物について知識を高めたりしています。 

どの生き物が生息しているかで、水の汚れ具合がわかり、継 

続して調査することで、季節で見つかる生き物が違うのが面白 

い。外来種のミシシッピアカミミガメが増える中、今までに二 

匹のニホンイシガメを発見したそうですが、今回は会えずでし 

た。イシガメが大好きで守りたいという江藤くんは､調査隊の 

活動を草津市環境学習セミナーで発表したそうです。 

“生き物調査を通して、川に興味を持ってもらい、みんなで 

十禅寺川の環境を守っていきたい”と代表の野村さん。 

言葉の通り、子どもだけでなく大人もドキドキわくわくするひと時でした。どなたでも参加できるので興

味のある方一緒にどうですか。 （情報発信委員 栗巣） 

「十禅寺川の景観を良くする会」は１０名ほどのメンバーが、

月１回土曜日に活動しています。２０年ほど前から堤防の草刈 

りやゴミ拾いをしたり、堤防に花壇を作り季節に合わせた花 

を植えたり、メンバー同士たわいもない話をしながら楽しく活動を続けています。 

ゴミが放置され草が伸びっぱなしの状態を目にし、大好きな街が汚れてしまう 

ことに心を痛め、自分たちにできることをと考えて始めた活動ですが、代表の杉 

江喜義さんやメンバーの皆さんに活動に対する思いを聞くと「一人で活動するの 

は大変だが、仲間がいるから楽しさや繋がりが生まれる」「毎回、メンバーに会っ 

ておしゃべりするのを楽しみにしている」など仲間に会うことで元気をもらえた 

り、地域のための活動が生きがいになっているということです。これからも活動 

を続けて、きれいな景観を保っていきたいと目標を話してくれました。 （情報発信委員 黒川） 

 

十禅寺川いきもの調査隊

(4) 


